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は
じ
め
に

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

２
０
１
６
年
２
月
９
日
に
、
今
年
度
の

地
方
財
政
見
通
し
で
あ
る
地
方
財
政
計
画

（
以
下
「
地
財
計
画
」
と
呼
ぶ
）
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。

　

地
財
計
画
は
、
地
方
交
付
税
法
第
７
条

に
も
と
づ
き
国
会
の
予
算
審
議
の
参
考
資

料
と
し
て
政
府
が
策
定
す
る
新
年
度
の
普

通
会
計
ベ
ー
ス
の

地
方
収
支
見
通
し

で
あ
る
。
そ
の
役

割
は
歳
出
見
通
し

に
必
要
な
地
方
交

付
税
総
額
お
よ
び

こ
れ
を
含
む
一
般

財
源
総
額
を
決
定

し
、
地
方
全
体
の

歳
出
に
対
す
る
マ

ク
ロ
の
財
源
保
障

を
講
じ
る
こ
と
に

あ
る
。

　

本
稿
で
は
新
年

度
の
地
財
計
画
を

概
説
す
る
と
と
も

に
、
そ
こ
に
見
出

さ
れ
る
地
方
財
政

の
課
題
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

 
２
０
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６
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1◆
計
画
規
模

　

国
の
地
方
に
対
す
る
財
源
保
障
の
大
枠

と
も
い
え
る
計
画
規
模
（
東
日
本
大
震
災

分
除
く
）
は
、
85
兆
７
５
９
３
億
円
（
前

年
度
比
0.6
％
増
、
以
下
カ
ッ
コ
内
は
伸
び

率
）
と
４
年
連
続
で
前
年
度
比
増
と
な
っ

た
。
ま
た
、
公
債
費
を
除
く
一
般
歳
出
総

額
で
は
69
兆
９
１
３
７
億
円
（
0.9
％
）
と

３
年
連
続
で
増
加
し
た
。

　

自
治
体
の
財
政
担
当
者
が
最
も

関
心
を
寄
せ
る
一
般
財
源
総
額
も

61
兆
６
７
９
２
億
円
（
0.2
％
）
と
７
年
連

続
で
増
加
し
、
過
去
最
高
の
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
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一
般
財
源
総
額
を
め
ぐ
っ
て
は
昨
年
６

月
30
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
５
」、

い
わ
ゆ
る
骨
太
方
針
２
０
１
５
に
お
い

て
、「
２
０
１
８
年
度
ま
で
に
お
い
て
、

２
０
１
５
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を

下
回
ら
な
い
よ
う
に
実
質
的
に
同
水
準
を

確
保
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
新
年
度
の
水
準
は
既
定
路
線
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
財
計
画
に
お
け
る
一
般

財
源
総
額
と
い
う
の
は
地
方
税
、
地
方
譲

与
税
、
地
方
特
例
交
付
金
、
地
方
交
付
税
、

臨
時
財
政
対
策
債
（
以
下
「
臨
財
債
」
と

呼
ぶ
）
の
合
計
額
の
こ
と
で
あ
る
。

　

図
表
１
で
み
る
よ
う
に
、
２
０
１
６
年

度
は
地
方
税
が
3.2
％
伸
び
財
源
不
足
が
圧

図表１

（一財）
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で
折
半
し
て
負
担
す
る
以
外
に
、
国
が
別

枠
で
加
算
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
数

年
、
財
務
省
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
危

機
モ
ー
ド
か
ら
平
常
モ
ー
ド
へ
の
回
帰
と

し
て
別
枠
加
算
の
廃
止
を
主
張
し
て
い
た

が
、
結
果
的
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
国
と
地
方
の
折
半
分
の
う
ち
国

負
担
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
特
例
加
算
も

２
７
４
７
億
円
と
前
年
度
か
ら
大
幅
減
と

な
り
、
地
方
の
負
担
と
な
る
臨
時
財
政
対

策
債
の
新
規
発
行
も
同
様
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
限
り
で
は
「
質
の
悪
い
」
と
い
わ

れ
る
赤
字
地
方
債
の
新
規
発
行
は
、
ほ
ぼ

解
消
に
近
づ
い
て
い
る
が
、
一
方
で
、
過

去
の
臨
財
債
の
元
利
償
還
分
に
対
応
す
る

発
行
は
３
兆
５
１
３
３
億
円
と
年
々
増
大

し
て
お
り
、
事
実
上
、
地
方
が
臨
財
債
で

わ
け
だ
が
、
ど
う
や
ら
自
治
体
は
い
つ
の

間
に
か
質
の
悪
い
財
源
を
つ
か
ま
さ
れ
て

い
る
ら
し
い
。

◆
財
源
不
足
と
地
財
対
策

　

財
源
不
足
と
は
計
画
上
の
歳
出
に
対

し
、
通
常
見
込
ま
れ
る
地
方
税
、
地
方
交

付
税
（
国
税
５
税
の
法
定
率
分
と
い
わ
れ

る
ル
ー
ル
分
）、国
庫
支
出
金
、地
方
債（
臨

財
債
除
く
）
な
ど
の
歳
入
を
積
算
し
た
う

え
で
、
な
お
も
足
り
な
い
額
で
あ
る
。

　

こ
の
財
源
補
て
ん
対
策
を
地
方
財
政
対

策（
以
下「
地
財
対
策
」と
呼
ぶ
）と
い
う
。

　

財
源
不
足
は
５
兆
６
０
６
３
億
円

（
マ
イ
ナ
ス
28
・
３
％
）
と
大
幅
に
縮

小
し
、
財
源
不
足
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た

18
兆
２
２
０
０
億
円
以
来
６
年
連
続
で
減

少
し
て
い
る
。　

　

こ
れ
に
は
、
地
方
税
お
よ
び
地
方
交
付

税
原
資
で
あ
る
国
税
の
増
収
見
込
み

を
中
心
と
す
る
通
常
歳
入
の
伸
び
が

寄
与
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
前
提
と
な
る
２
０
１
６
年
度
の
名

目
経
済
成
長
率
は
3.1
％
と
、
90
年
初

頭
の
バ
ブ
ル
経
済
以
来
達
成
し
た
こ

と
の
な
い
伸
び
率
で
あ
り
、
財
源
不

足
の
過
小
評
価
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

図
表
２
は
具
体
的
な
地
財
対
策
を

過
去
２
年
分
も
含
め
て
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
の
内
容

は
表
中
の
備
考
に
記
述
し
て
あ
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

地
方
交
付
税
の
増
額
等
で
は
、

別
枠
加
算
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
地
財
対
策
と
し
て

２
０
０
９
年
度
か
ら
講
じ
ら
れ
た
措

置
で
、
財
源
不
足
の
う
ち
国
と
地
方

縮
さ
れ
る
な
か
で
、
地
方
交
付
税
総
額
を

微
減
に
と
ど
め
、
臨
財
債
を
マ
イ
ナ
ス

16
・
３
％
と
圧
縮
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
高
市
総
務
大
臣
は
国
会

答
弁
な
ど
で
、
前
年
度
を
上
回
る
一
般
財

源
総
額
を
確
保
し
つ
つ
、「
赤
字
地
方
債

の
発
行
額
を
前
年
度
か
ら
大
幅
減
と
す
る

な
ど
、一
般
財
源
の
質
を
高
め
ま
す
」（
２

月
18
日
衆
議
院
総
務
委
員
会
）
と
評
価
し

て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
臨
財
債
は
、
地
方
交
付
税
総

額
の
確
保
の
た
め
に
講
じ
ら
れ
て
き
た
交

付
税
特
別
会
計
借
入
に
代
わ
る
財
源
対
策

と
し
て
、
２
０
０
１
年
度
に
臨
時
的
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
み
は

財
源
不
足
の
一
部
を
い
っ
た
ん
は
臨
財
債

と
し
て
地
方
が
借
金
を
し
、
そ
の
元
利
償

還
金
の
全
額
を
後
年
度
地
方
交
付
税
で
措

置
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
地
方
交
付

税
の
振
替
財
源
と
し
て
み
な
さ
れ
て
き

た
。

　

と
こ
ろ
が
政
府
側
の
答
弁
と
し
て
、
臨

財
債
が
「
赤
字
地
方
債
」
で
あ
り
、
こ
の

縮
小
が
「
質
」
の
改
善
だ
と
強
調
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
一
般
財
源
を
消

極
的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
国
会
の
議
事
録
で
検
索
す
る

と
、
政
府
側
答
弁
と
し
て
初
め
て
「
赤
字

地
方
債
」
と
呼
ん
だ
の
は
２
０
１
３
年
２

月
８
日
（
衆
議
院
総
務
委
員
会
）
の
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
、
一
般
財
源
の
「
質
」
に

つ
い
て
は
２
０
１
５
年
３
月
26
日
（
参
議

院
総
務
委
員
会
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
で
は
臨
財
債

を
地
方
交
付
税
と
同
様
の
財
源
と
し
て

扱
っ
て
お
り
、
自
治
体
の
財
政
健
全
化
指

標
で
も
同
様
の
扱
い
で
計
算
さ
れ
て
い
る

借
り
換
え
る
額
は
増
加
し
て
い
る
。

　

臨
財
債
は
あ
く
ま
で
臨
時
的
な
地
方
の

立
替
払
い
で
あ
り
、
本
来
、
地
方
交
付
税

で
確
保
さ
れ
る
べ
き
財
源
で
あ
り
な
が

ら
、
借
り
換
え
に
よ
る
自
治
体
負
担
が
常

態
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

別
枠
加
算
の
解
消
よ
り
も
む
し
ろ
臨
財
債

の
解
消
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
額
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
交

付
税
特
別
会
計
剰
余
金
の
繰
入
が
な
か
っ

た
の
も
今
年
度
の
特
徴
で
あ
る
。
同
剰
余

金
は
、
過
去
の
交
付
税
特
別
会
計
が
行
っ

た
借
入
金
に
対
す
る
利
払
い
差
額
な
ど
が

原
資
で
、
毎
年
度
、
１
０
０
０
億
円
か
ら

２
０
０
０
億
円
程
度
が
地
財
対
策
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

参
議
院
総
務
委
員
会
の
総
務
省
官
僚
の

答
弁
（
３
月
23
日
）
に
よ
れ
ば
、
剰
余
金

が
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
１
９
９
５
年

度
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
が

概
ね
前
年
度
並
み
に
確
保
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
あ
え
て
活
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
本
来
、
活
用
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
臨
財
債
の
圧
縮
に
回
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
運
用
基

準
や
剰
余
金
の
残
高
な
ど
が
不
透
明
で
あ

る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

歳
出
の
特
徴

歳
出
の
特
徴

歳
出
の
特
徴

2◆
全
般

　

次
に
財
源
保
障
の
具
体
的
な
内
容
を
歳

出
か
ら
み
て
み
よ
う
。
再
度
、
図
表
１
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

主
要
な
経
費
の
う
ち
給
与
関
係
経
費
や

投
資
的
経
費
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
で
近
年

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、
一
般

2016年度地方財政対策の内容 （億円）
地財対策の内容 2014 2015 2016 備考

一般会計加算（小計） 41,186 21,155 8,283

既往法定分 8,648 4,326 5,536
公共事業等臨時特例債の利子負
担等（過去の対策補てん）

臨時財政対策特例加算 26,438 14,529 2,747
財源不足に対する国と地方の折
半分のうちの国負担分

別枠加算 6,100 2,300
財源不足状況を踏まえた国と地
方折半外の加算（臨時措置）

その他（小計） 1,000 4,000 2,000

地方公共団体金融機構の公庫債権金利
変動準備金活用

3,000 2,000
旧公庫債権の貸借金利差補てん
の準備金活用

交付税特別会計剰余金活用 1,000 1,000
地方交付税特別会計の過去の借
入金の利子予算の不用額

地方債増発（小計） 63,751 53,049 45,780

臨時財政対策債の発行（既発債） 29,513 30,720 35,133 既発臨財債の元利償還相当

臨時財政対策債の発行（新規） 26,438 14,529 2,747
財源不足に対する国と地方の折
半分のうち臨財債の新規発行分

財源対策債の発行 7,800 7,800 7,900 建設地方債の充当率引き上げ

合計（財源不足額相当） 105,938 78,205 56,063
＊表示未満四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある
（資料）総務省ホームページ 地方財政対策関連資料より作成

地
方
交
付
税
の
増
額
等

地
方
債
の
増
発

図表２
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行
政
経
費
は
前
年
度
比
2.1
％
の
伸
び
で
あ

る
。

　

給
与
関
係
経
費
は
退
職
手
当
分
を
除
け

ば
微
増
と
な
っ
て
い
る
。
同
経
費
は
地
方

公
務
員
給
与
実
態
調
査
や
各
自
治
体
の
人

事
委
員
会
勧
告
な
ど
を
参
考
に
見
積
も
ら

れ
る
が
、
今
年
度
は
直
近
の
国
の
人
事
院

に
よ
る
引
き
上
げ
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
背
景
に
増
額
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
で
は
人
件
費
の
財
源
保
障
は
安

定
確
保
と
い
え
る
が
、
積
算
の
基
礎
と

な
る
地
財
計
画
上
の
地
方
公
務
員
人
員

は
前
年
度
の
２
３
１
万
１
５
７
人
か
ら

２
３
０
万
５
２
５
７
人
へ
と
４
９
０
０
人

削
減
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
な
か
に
は
民
間

委
託
推
進
分
と
し
て
２
０
１
人
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
の
導
入
と
関
係
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
人
員
数
で

は
引
き
続
き
削
減
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

公
共
事
業
関
係
経
費
で
あ
る
投
資
的
経

費
は
単
独
事
業
を
中
心
に
長
年
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
近
年
は
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
や
公
共
施
設
等
最
適
化
事
業
が
計
上

さ
れ
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
公
共
施
設
等
最
適
化
事
業

は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
等
に
と
も
な

う
最
適
配
置
に
関
す
る
経
費
で
あ
る
が
、

今
年
度
は
こ
れ
を
１
０
０
０
億
円
か
ら

２
０
０
０
億
円
に
増
額
し
て
い
る
。
投
資

的
経
費
と
い
え
ば
、
従
来
、
施
設
等
の
新

設
経
費
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た

集
約
化
や
複
合
化
な
ど
の
経
費
が
計
上
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
新
た

な
経
費
算
定
の
特
徴
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

一
般
行
政
経
費
は
生
活
保
護
、
介
護
な

ど
の
社
会
保
障
関
連
の
補
助
事
業
を
中
心

に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
単

独
事
業
の
重
点
課
題
対
応
分
２
５
０
０
億

円
の
別
枠
計
上
も
寄
与
し
て
い
る
。

◆
地
域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等
対
策
費

　

同
経
費
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
と

も
な
う
地
財
対
策
と
し
て
、
２
０
０
９
年

度
以
来
、
項
目
名
や
金
額
の
見
直
し
を
経

て
計
上
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
財
源
保
障

枠
の
拡
充
を
目
的
と
す
る
包
括
的
項
目
で

あ
る
。
こ
れ
も
前
述
の
別
枠
加
算
同
様
に

平
時
モ
ー
ド
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
年
々

削
減
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
前
年
度
比

で
４
０
０
０
億
円
削
減
さ
れ
た
。

　

同
経
費
は
、
地
方
交
付
税
算
定
に
お
い

て
地
域
経
済
・
雇
用
対
策
費
と
し
て
算
定

さ
れ
、
そ
の
ほ
か
で
は
土
木
費
や
教
育
費

な
ど
の
通
常
の
基
準
財
政
需
要
額
で
も
、

単
位
費
用
の
包
括
加
算
と
し
て
寄
与
し
て

お
り
、
そ
の
削
減
は
各
項
目
の
基
準
財
政

需
要
額
の
減
少
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

◆
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

　

安
倍
政
権
の
い
わ
ゆ
る
地
方
創
生
事
業

推
進
を
受
け
て
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
一

般
行
政
経
費
の
内
数
と
し
て
１
兆
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
も
同
額

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
経
費
も
単
独
事
業
と
し
て
包
括
的
に

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
国
が
掲
げ
る
、
し

ご
と
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
か
か
る
政
策
経
費
が
対
象
と
な
る
と

み
な
さ
れ
る
。

　

地
方
創
生
で
は
、
政
府
が
例
示
す
る
対

策
の
一
つ
に
結
婚
紹
介
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
か
つ
て
小
泉
政
権
下
で
は
、
地
財

計
画
の
無
駄
な
単
独
事
業
と
し
て
政
府
が

批
判
し
た
事
業
で
あ
る
。
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
の
計
上
は
、
安
倍
政

権
に
お
け
る
無
反
省
か
つ
場
当
た
り
的
な

財
源
保
障
の
性
格
を
象
徴
す
る
も
の
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

す
で
に
地
方
創
生
か
ら
一
億
総
活
躍
へ

と
政
策
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
変
わ
る
な
か

で
、
こ
う
し
た
不
安
定
な
経
費
で
は
な

く
、
各
自
治
体
の
地
域
政
策
を
持
続
的
に

支
え
る
通
常
の
単
独
事
業
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

◆
重
点
課
題
対
応
分

　

今
年
度
、
一
般
行
政
経
費
単
独
分
と
し

て
重
点
課
題
対
応
分
２
５
０
０
億
円
が
新

た
に
計
上
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
構
造
改
革

や
デ
ジ
タ
ル
消
防
救
急
無
線
シ
ス
テ
ム
の

運
用
な
ど
の
「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
構

造
改
革
推
進
事
業
」
１
５
０
０
億
円
、
地

域
運
営
組
織
の
運
営
支
援
な
ど
の
「
高
齢

者
の
生
活
支
援
等
の
地
域
の
く
ら
し
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
」
５
０
０
億

円
、林
野
台
帳
の
整
備
の
推
進
な
ど
の「
森

林
吸
収
源
対
策
等
の
推
進
」
５
０
０
億
円

の
３
つ
の
柱
か
ら
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
一
定
期
間
に
事

業
を
終
え
そ
う
な
も
の
、
今
後
国
が
取
組

を
期
待
す
る
も
の
、
経
常
的
に
取
り
組
ま

れ
る
も
の
な
ど
、
多
様
な
性
格
の
事
業
が

混
在
し
て
い
る
。
標
準
的
行
政
に
対
す
る

財
源
保
障
を
目
的
と
す
る
地
財
計
画
の
性

格
か
ら
し
て
違
和
感
が
あ
る
。

　

ま
た
、政
府
答
弁
で
は
、こ
れ
ら
を
「
当

分
の
間
」
の
措
置
と
し
て
い
る
が
、
少
な

く
と
も
消
防
救
急
無
線
シ
ス
テ
ム
や
森
林

吸
収
源
対
策
の
よ
う
な
経
常
的
あ
る
い
は

継
続
的
な
事
業
経
費
は
、
こ
の
よ
う
な
不

安
定
な
経
費
に
計
上
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

地
域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等
対
策
費

の
削
減
に
と
も
な
う
、
地
財
規
模
確
保
の

た
め
の
振
替
経
費
と
い
う
見
方
も
で
き
る

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
安
定
的
な
財
源
保

障
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
筋
の
悪
い
対

応
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式   

（
図
表
３
参
照
）

ト
ッ
プ
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方
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（
図
表
３
参
照
）

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
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）
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今
年
度
の
地
方
交
付
税
算
定
か
ら
、
自

治
体
の
歳
出
効
率
化
を
推
進
す
べ
く
、
民

間
委
託
等
が
進
ん
で
い
る
自
治
体
を
モ
デ

ル
と
し
て
基
準
財
政
需
要
額
に
反
映
さ
せ

る
、
い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
が

導
入
さ
れ
る
。

　

基
準
財
政
需
要
額
の
う
ち
小
中
学
校
費

や
清
掃
費
な
ど
の
単
位
費
用
に
含
ま
れ
る

16
業
務
（
学
校
用
務
員
事
務
、
一
般
ご
み

収
集
等
）
に
つ
い
て
、
３
～
５
年
程
度
で

民
間
委
託
等
を
前
提
と
し
た
経
費
算
定
に

引
き
下
げ
て
い
く
。
さ
ら
に
２
０
１
７
年

度
以
降
、
７
業
務
を
追
加
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
対
象
項
目
の
単
位
費
用
の
減

少
要
因
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
各
項
目
の

単
位
費
用
は
各
種
経
費
の
積
算
か
ら
決
定

さ
れ
、
ま
た
、
実
際
の
算
定
で
は
補
正
係

数
の
影
響
も
あ
る
た
め
、
一
義
的
に
影
響

を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な

お
、
人
口
10
万
人
未
満
で
割
増
補
正
と
な

る
段
階
補
正
に
つ
い
て
は
、
こ
の
方
式
の

導
入
に
あ
わ
せ
て
拡
充
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

こ
れ
を
機
に
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
行

革
に
安
易
に
着
手
す
る
動
き
が
出
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
一
部
の
算
定
の
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見
直
し
で
全
体
の
算
定
結
果
を
予
測
す
る

こ
と
は
拙
速
で
あ
り
、
７
月
に
各
自
治
体

で
行
う
交
付
税
算
定
の
結
果
を
詳
細
分
析

し
た
う
え
で
、
そ
の
影
響
を
見
極
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
自
治
体
の
先
進
的
な
業
務

改
革
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ぶ
の
で
あ

れ
ば
、
必
ず
し
も
経
費
削
減
に
限
ら
ず
、

経
費
を
か
け
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量

を
充
実
さ
せ
る
工
夫
な
ど
も
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
標
準

的
な
行
政
経
費
を
算
定
す
る
基
準
財
政
需

要
額
に
、
一
部
の
自
治
体
を
基
準
と
す
る

方
式
を
導
入
す
る
こ
と
は
制
度
の
趣
旨
に

反
し
て
お
り
容
認
し
が
た
い
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

井
手
英
策
は
、
現
代
社
会
を
所
得
、
地

域
、
世
代
な
ど
間
で
分
断
化
が
進
む
社
会

と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
断
は
単

な
る
格
差
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
互
の
対
立

を
生
み
社
会
経
済
財
政
シ
ス
テ
ム
を
弱
体

化
さ
せ
て
い
く
。

　

所
得
格
差
は
持
つ
者
と
持
た
ざ
る
者
と

の
対
立
を
生
み
、
持
た
ざ
る
者
は
税
制
で

優
遇
さ
れ
る
者
を
批
判
し
、
持
つ
者
は
弱

者
が
受
け
る
社
会
保
障
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
を
批
判
す
る
。
地
域
格
差
は
都
市
と
地

方
の
対
立
を
生
み
、
地
方
は
都
市
の
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
集
中
を
批
判
し
、
都

市
は
政
府
に
よ
る
地
方
優
遇
策
を
ム
ダ
と

批
判
す
る
。
世
代
格
差
は
高
齢
者
と
子
育

て
世
代
の
対
立
を
生
み
、
高
齢
者
は
少
子

化
・
教
育
対
策
に
抵
抗
感
を
覚
え
、
子
育

て
世
代
は
高
齢
者
の
福
祉
や
医
療
の
拡
大

を
過
剰
だ
と
批
判
す
る
。

　

社
会
経
済
財
政
シ
ス
テ
ム
は
、
人
々
の

相
互
の
結
び
つ
き
で
機
能
し
う
る
も
の
で

あ
り
、
対
立
の
先
鋭
化
は
そ
の
機
能
不
全

を
高
め
る
だ
け
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
近
年
の
地
財
計
画
、
地
方
交

付
税
制
度
を
み
て
も
地
方
間
の
分
断
を
生

み
出
す
構
造
が
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
地
財
計
画
に
お
い
て
地
域
経
済
基
盤

強
化
・
雇
用
等
対

策
費
や
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
の
よ
う
な

包
括
経
費
を
つ
か

み
で
計
上
し
、
こ

れ
で
拡
充
し
た
地

方
交
付
税
を
地
域

活
性
化
や
行
革
の

努
力
に
応
じ
て
地

方
に
配
分
す
る
。

国
の
政
策
に
従
順

で
、
か
つ
、
他
の

自
治
体
を
蹴
落
と

し
た
自
治
体
が
交

付
税
を
有
利
に
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
地
方
交
付
税
制
度
の

原
点
に
立
ち
返
る
べ
き
で
あ
る
。
地
方
交

付
税
法
の
第
２
条
の
１
で
は
地
方
交
付
税

を
「
地
方
団
体
が
ひ
と
し
く
そ
の
行
う
べ

き
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
国
が
交
付
す
る
税
」
で
あ
る
と
し
、
同

条
の
６
で
は
「
標
準
的
条
件
を
備
え
た
地

方
団
体
が
合
理
的
、
か
つ
、
妥
当
な
水
準

に
お
い
て
地
方
行
政
を
行
う
場
合
又
は
標

準
的
な
施
設
を
維
持
す
る
場
合
に
要
す
る

経
費
を
基
準
」
と
し
て
交
付
税
を
算
定
す

る
と
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
普
通
の
自
治
体
が
通
常
の
行

政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
財
源
保

障
す
る
の
が
制
度
の
目
的
で
あ
り
、
特
定

の
自
治
体
の
特
別
な
取
組
を
算
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
は
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
の
よ
う
な
算
定
基
準
は
法
律
違

反
で
あ
る
。

　

地
財
計
画
や
地
方
交
付
税
の
本
来
の
目

的
は
、
ま
さ
に
自
治
体
間
の
財
政
の
分
断

を
断
ち
切
る
こ
と
で
あ
り
、
競
争
や
対
立

を
促
す
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
再
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

地
方
六
団
体
は
今
年
度
も
「
一
般
財
源

総
額
確
保
」
を
評
価
し
て
い
る
が
、
分
断

を
内
包
し
た
今
日
の
財
源
保
障
に
つ
い
て

よ
り
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
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こ
の
た
び
人
事
異
動
に
よ
り
、
津
市
か

ら
三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
さ
れ
、
地
方
自
治
の
現
状
に
正
面
か
ら

向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

自
分
は
採
用
以
来
、
積
極
的
に
市
民
活

動
に
参
加
し
て
お
り
、
多
く
の
方
と
出
会

う
機
会
に
恵
ま
れ
、
様
々
な
ご
意
見
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ど
な
た
も

地
域
を
愛
し
、
熱
い
想
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
の
大
合
併
と
呼
ば
れ
る
時

代
か
ら
十
年
ほ
ど
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
新
た
な
公
共
の

形
を
模
索
し
た
期
間
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
は
取
り
残
さ
れ

た
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
む
時
代
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
以
来
、
諸
先
輩
方

が
記
録
さ
れ
て
き
た
膨
大
な
報
告
書
か
ら

は
、
そ
の
わ
ず
か
で
も
課
題
解
決
の
足
掛

か
り
と
な
れ
ば
と
い
う
想
い
が
感
じ
取
れ

ま
す
。

　

自
分
も
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
地
方
自
治
の

一
助
と
な
れ
る
よ
う
研
究
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図表３

其
田
茂
樹
「
２
０
１
６
年
度
地
方
財

政
計
画
と
地
方
財
政
」『
月
刊
自
治
研

２
０
１
６
年
２
月
号
』

主
任
研
究
員
　
栗
田 

英
俊

主
任
研
究
員
　
栗
田 

英
俊

就
任
の
ご
挨
拶


